
大東町住民の健康状況および生活習慣

一２００３ 年度 大 東 町健 康 診 査結 果とｒ健 康 目 本 ２１ｊにお ける 目 標との 比 較一
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要 旨：本 研 究で は平成 １１ 年 度 より 大東 町基 本健 康診 査の 受診 者を 対象 と して、 その 健康状 況 およ

び 生活習 慣 の状況 を継 続調 査 して いる。 本 年 度は ２００３年 度基 本健 康診 査の 結果 と生 活習慣 に つい

て 性別 年齢 階級別 に 分析 し、 厚 生労働 省の 定 める 「健 康日 本 ２１」 の目標 ンベノレとの 比較検 討 を行

っ た
。

そ の 結 果
、

「健 康 目 本 ２ｕ の 目 標 値 を 上 回 っ て い る 生 活 習 慣 は
、 朝 食 の 摂 取 率

、
員 常 の 運 動 ・

身 体活 動に 実施 率な どであっ た。 基準 値は 超えて い るも のの 胃標億 に はま だ達 して いな い事柄 は食

生 活 に対す る改 善意 欲、 果物 摂取 状 況、 地 区活 動や 外出 の積 極性、 ス トレス を 感 じてい る者の 割 合

な どであっ た。 基準 値 に及 ば征 い事柄 は適 正 体童 維持 のた めの 食事 量の把 握、 間食 摂 取率の 高さ、

歯の 健康 のた めの保 健行 動 な どであっ た。 睡 眠、 閻 食 に関 して は女性 の課 題で ある 淋全 般的 には 女

性 は男性 よ り意識、 行動 とも に 健康 的で ある こと が 認め ら れた。

Ｉ
．

は じ め に

厚 生省 （現 ・厚 生 労 働 省） は、 ２１ 世 紀の 我

が国をすべての国民が健やかで心豊 かに生活

で き る 活 力 あ る 杜 会 と す る た め、 壮 年 期 死 亡

の 減 少、 痴 呆 若 しく は 寝 た き り と な ら な い 状

態で生活できる期閻 （健康寿命） の延 伸およ

び生活の質の商上を実現 する こと を胃的と し

て、 ２０００ 年 ３ 月 よ り 「２１ 世 紀 に お け る 国 民

健 康 づ く り 運動 （健 康 冒 本 ２１）」 を 艦 進 し、

２００３ 年 ５ 月 よ りｒ健 康 増 進 法」カミ実 施 さ れ て

い る 。

か かる 運 動 を 効 果 的 に 推 進 す る た め に は、

個 人の健康 観に基づく 生活習慣の改善ととも

に、 健 康 づく り に 関 わ る 多く の 関 係 者 が 往 民

の健康状態や健康上の課題についての認識 を

共有 した上で、 科学的根拠に基づいて取り 組

むべき具体的な保健医療上の目標を設 定する

必 要 が あ る。 ま た 目 標 に 到 達 す る た め、 具 体

的 な 諸 活 動 の 成 果 を 適 切 に 評 価 して、 そ の 後

の健康づく り運動に反映 できるようにする必

要 が あ る
。

本 研 究 で は、平 成 １１ 年 度 より 実施 し て い る

大東 町佳民の健康状況およ び生活習慣 に関す

る 調 査 に 引 き 続 き、
ｒ健 康 冒 本 ２１」 の 目 標 値

と比較検討すること で大 東町往 民の健康状況

に 関 す る 評 価 を行 っ た。

π、 研 究 方 法

１． 蹴 象

大 東 町内 に居 住 す る 住 民 で、 平成 １５ 年 度

に 基 本 健康 診 査 を受 診 し た ２，１０２名 の う ち、

２ヨ０１９
名 か ら調 査 票 を 回 収 し （調 査 票 回 収 率

９６．１％）、 そ の う ち １
，
９５８ 名 か ら 有 効 な 回 答 を

得 た （有 効 回 答 率 ９３，１％）。

ｎ



２
． 調 査 期 間

平成１５年度の基本健康診査の 時期 に併せ、

平 成 １５ 年 ８月 上 旬 か ら平 成 １５ 年 １０ 月 下 旬

に 調 査 を 行 っ た。

３， 調 査 方 法

基本 健康診査通知書に、 調査 に関する説明

書および調査用紙を同封 して、 各 対象 者に送

付 し、 健 診 の 実 施 時 に 調 査 用 紙 を 回収 し た。

ま た 対 象 者 秘 調 査 に 同 意 す る 場 合 に の み、 調

査用 紙 に 氏名 を 記 入 し、 調 査 用 紙 に 回 答 して

も ら う こ と と した。 調 査 の 依 頼 に あ た り、 間

診 票お よび健診データな どの健診結果 を調査

に 活 用 す るこ二と、
プ ライ バ シー の 保 護 に研 究

者 は責 任 を 持 つ こ と な どに つ い て あ ら か じ め

書面 で説 明 した。 調査用紙に氏名 が記入され

たものに ついては調査に対する同意が得 られ

た も の と 考 え、 健 診 デ ー タ、 閥 診 票、 健 診 判

定結果 を合わせデータの分析を行った。 なお

統 計 処 理 は統 計 パ ッケ ー ジ ＳＰＳＳｖ肌 １２ を用

い た
。

４． 調 査 内 容

調査内容 は①基本 的属性②基本健康診査の

総合判定結果と受療 状況・自覚症状③目常生

活 習 慣 で あ っ た。

自覚症状 １２ 項目は近 隣数市町の保健医療

関連職種が佳民の健康 特性を勘案 し合議 して

決 定 した 項 貿 を 迎 年 前 か ら 使 用 して お り、 今

年度も同様の項目 で間診 を行っ た。 生活習慣

に つ い て も 嗣 様 な コ ンセ ン サス に 基 づ い て、

睡 眠
、

食 事
、

飲 酒
、

喫 煙
、 運 動 な ど の ８ 項 目

に っ い て 調 査 した。 な お ｒ健 康 目 本 ２１一 に 掲

げられている健康的な 生活習慣や知 識、 意識

に っ い て、 従 来 か ら の 生 活 習 慣 調 査 と の 重 複

を避 け た １９ 項 貿 につ い て、 今 年度 新 た に調

査 項 目 に 追 加 した。

健診 データは基本健康診査の結果 の判 定を

利 用 し た
。

㎜． 結 果

！． 対 象 者 の 属 性

調 査 対 象 者 は 男 性 ６９４ 人、 女 性 １２６４ 人 で

あ り
、

平 均 年 鈴 は 男 性 ６４．８ 幻 １．１ 歳、 女 性

６０．５ 歳 幻 １．４ 歳 で あ っ た。 性 別 の 年 鮒 構 成 に

つ い て は 表 １ に 示 した。 職 業 は 男 性 で は 農 業

従 事 者 が ３６．７％、 つ い で 自 営 業 の ２１．９％
、

会

杜 員 の １１．４％
、

無 職 の 者 は ２６
．
２％ だ っ た

。
女

性 は 主 婦 が 最 も 多 く ２８．８％、 つ い で 農 業

２０．２％
、

会 杜 員 １２
．３

％
、

無 職 の 者 は １１．２ ％ で

あ っ た
。 平 均 世 帯 人 員 は ４．５± １．９ 人、 世 帯 構

造 で は 単 身 世 帯 が １．６％ で あっ た。

表１ 健別年齢別対 象者人数と構成割合

男性 女性 合計

４０ 歳 代 人 数（％） ９１（４，６） ２７２（１３．９） ３６３（１８．５）

５０歳 代 人 数（挑） 篶４（５，８） ３１３（１６．ｏ） ４２７（２｛．８）

１２

６０歳 代 人 数（％） ２２０（１１．２） ３５４（１８．１） ５７４（２９，３）

フ◎歳 代 人 数（％） ２３２（篶、８） ２８７（１４．フ） ５三９（２６．５）

８０歳 ～ 人 数（％） ３７（１，９） ３８（１．９） ７５（３．８）

合 計 人 数（％） ６９４（３５．４） ｛２６４（６４，６） 棚 ８（１００）

２． 対象 者 の 健 康 状 況

対象者の 平成 １５ 年度基本健康診査の総合

判 定の 結 果 は男 性 が 「異 常 な し」８，４２％、
「要

注 意」 ２３．９ ％
、

訂要 医 療」 ３迎
．
遂％

、
一医 療 継 続」

３３．３％ で
、

女 性 が 「異 常 な し」 １４
．
２％

、
ギ要 注

意一 ３４
．
５％

、
ギ要 医 療」 ２５

．
３ ％

、
「医 療 継 続一

２６
，
１％ で あ っ 危 （図 １）

。
前 年 度 と 比 較 す る と

、

男 女 と も 年 齢 分 布 に差 は 見 ら れ て い な い が、

ｒ異常な レ が減少 し ｒ要注意」 が増加 した

傾 向 が 見 ら れ た。 男 女 別 で は ８０ 歳 代 を 除 き

「要 医 療 ∬ 医 療 継 続一 群 の 合 計 に お いて、 男



性 は女 性 より 有 意 に 高 か っ た （ｐ ≦Ｏ．０１）。

受 療 状 況に つ い て は （図 ２）、 通 院 治 療 して

い る 者 の 割 合 は
、

男 性 ３５
．
８ ％

、
女 性 ３０

．
７％ と

男 性の 方 が 多 かっ た （ｐ ≦０，０５）。 治 療 の 内 容

は最も多かっ たのが男女ともに 訂高血匿症」

で あ り （男 性 １８．
７ ％

、
女 性 １３

．
９ ％

、
総 計

１５，６％）、 次 い で男 性 は 「眼 科疾 患」 （７．６％）

礪 節 の 病 気」 （４．１％） で あ り、 女 性 は 「眼

科 疾 患」 （ｕ，６％） 「高 脂 血 症」 （７．９％） の 煩

に 多 か っ た。 女 性 の ４０ 歳 代 ６０ 歳 代 ７０ 歳 代

の ｒ高脂血症」 では男性 の同年代より 有意に

高 か っ 危 （ｐ ≦ ０
．
０１）

。

対象者の自覚症状の有無 にっいて は自覚症

状 が「あ る」と 答 麦た 者 の 割 合 は男 性 ５４．８％、

女 性 ６３．Ｏ％ と 女 性 の 方 が 有 意 に高 かっ た （ｐ

≦０．０１）。 自 覚 症 状 の 有 訴 率 は 男 女 と も に ４０

歳 代・５０ 歳 代 は 変 化 なく、 ６０ 歳 代 か ら ８０ 歳

代 で は 年 齢 と と も に 高 く な っ て い た （ｐ ≦

０．０１） （図 ３）。 自 覚 症 状 の 内 容 は ギ腰 の 痛 み」

を 訴 完 る者 が男 女 共 に 最 も 多く、 そ れ ぞ れ 男

性 ２９
．
３ ％

、
女 性 ３１

．
０ ％

、
総 計 ３０

．
４％ で あ っ た

。

つ い で 「疲 れ 易 い一 で は、 男 性 １９．８％、 女 性

２５．５％、 総 計 ２３．２
％ で あ っ た

。 ３ 番 冒 に 多 い

の は男 性 が 「耳 鳴 り」 で １４．２％、 女性 が 「頭

痛」 で １１．１％ で あ つ た。

肥満者の害恰 は基本健康診査の身長と 体

重 を も と に Ｂ ＭＩ （Ｂｏａｙ Ｍａｓｓ王ｎｄｅｘ） を 算 出

し、 １８．５ 未 満 を 「や せ一、 １８．５
か ら ２５ 未 滴 を

Ｆ標 準」、 ２５ 以 土 を 「肥 満」 と し た。 そ の 結

果、
暮や せ」 の 者 の 割 合 は 男 性 で ６．３％、

女 性

９．７％、 喉 準Ｊ 体 重 の 範 囲 内 に あ る 者 の 割 合

は 男 性 ７０．５ ％
、

女 性 ７３．７％
、

「肥 満」 で あ る

者 の 割 合 は 男 性 ２３．３％
、

女 性 １６，６ ％ で あ っ た

（図 ４）。 男 性 は 女 性 よ り 肥 満 度 が 高 い傾 向 を

示 し、 男 女 と も に ６０ 歳 代 以 上 で は 若 干 の 肥

満 減 少 傾 向 が 見 られ た。

３． 生 活 習 慣 の 状 況

１３

「健康員本２１」 で掲げる健康増進と疾病予

防 の 胃標 の う ち ① 栄養 ・ 食 生 活 ② 運 動 ・ 身 体

活動 ③ 睡 眠 ・ 休養 ・ こ こ ろ の 健 康 ④ 歯 の 健 康

に 重 点 を 置 き、 従 来 よ り の 生 活 習 慣 調 査 結 果

を 総 合 して、 性 別 年 齢 別 に 結 果 を 分 析 した。

１） 栄 養・食 生 活の 状 況

（１）自分の適正体 重を認識 して いる者の割 合

（図 ５）

「自 分 に ち ょ う どよ い 体 重 が どの 程 度 か 知っ

て い る」 と い う 質 問 に 対 して 「はい」 と 答 え

た 者 の 割 合 は、
男 性 ８６．７％、

女 性 ９０．６
％ で あ

っ た。 年 代 別 に 見 る と 男 性 は ５０ 歳 代 が 最 も

多 く ９１
．
２％

、
女 性 は ５０ 歳 代 が 最 も 多 く ９２．逐％

、

っ い で ６０ 歳 代 が ９１．２％で あ っ た。 性 別 牢 代

別では ６０ 歳代を除き有意な差は認められな

か つ 危
。

（２）朝食を食べている者の害姶（図６）

ｒ朝 ご は ん を 毎 冒き ち ん と 食 べ て い るｊ と

い う 質 間 に つ い て 「毎 胃 食 べ る」 と 答 え た も

の は 男 性 は ９３．９％、
女 性 は ９４．９

％ で あ っ た
。

「食 べ な い」 と 答 え た の が も っ と も 多 か っ た

の が 盗０ 歳 代 の 男 性 で ４．８％、 つ い で ５０ 歳 代

の男 性 と ８０ 歳 代 の 女 性 で ４．３％ であ っ た。 し

かしながら、 性別年代別の有意差は認め られ

な か っ た
。

（３）質・ 量と も にき ち んと し た食 事 を する 者 の

割 合 （１ 賓 最低 １ 食、 き ち んと し危食 事 を、

家 族 等 ２ 人 以 上 で 楽 しく、３０ 分以 上 か け て と

る者の割合） （図７）

け 濁 最 低 １ 食 家 族 と 一 緒 に ３０ 分 以 上 か け

て楽 しく食事をする一という質問に対してＦは

い」 と 答 え た の は 男 性 ６９
．９

％
、

女 性 ７２
．
７％ で

あ っ た。 性 別 で は有 意 差 は 見 ら れ な かっ た。

年齢別 では 「はいｊ と答えた のが最も少 ない

の が ４０ 歳 代 男 性 で ５１．８％ と 有 意 に 低く （ｐ

≦ ０．０１）、 つ い で ５０ 歳 代 男 性 で ６５．９ ％、 迎０

歳 代 女 性 で ６６．３％ で あ っ た。

（４）白 分の 食生 活に 問題 がある と 思う もの の



う ち、 改 善 意 欲 の あ る 者 の 割 合

哺 分 の食生活に問題があると思 う」 とい

う 質 問 に 対 し て 「は い」 と 答 完 た 者 の 割 合 は

男 性 ２８
．
０％

、
女 性 ４１

．
３％ で あ り

、 女 性 の ほ う

が 有意 に 高 かっ た （ｐ ≦Ｏ．０１）。 そ の う ちそ の

問題 を改 善したいと思っていると思う者の割

合 は男 性 ７５．０％、 女 性 ９０．７％ と や はり 女 性 の

方 が 有 意 に 高 かっ た （ｐ ≦０．Ｏ豆）（図 ８）。 つ ま

り 食 生 活 に 間 題 が あ る と 認 識 し、 そ れ を 改 善

したいと思って いる者の割合は男性全体では

２１．０％
、

女 性 全 体 で は ４０．１％ で あ っ た。 改 善

し た い と 思 っ て い る 者 が 最 も 多 か っ た の は

５０ 歳 代 女 性 で ９４．４％、 つ い で ４０ 歳 代 女 性 で

９１，７％、男 性 で は最 も 多 かっ た の が ７０ 歳 代 男

性 で ７８．７％ で あ っ た
。

（５）外食 や食 品 を購 入す る 時に栄 養 成分表 示

を参考にする者 の割合 （図９）

「外食や買い物 をする とき栄養成分表示を

参 考 に す る」 と い う 質 問 に 対 して 「は い」 と

答 え た 者 の 割 合 は、 男 性 で １３．３％、 女 性 で

３４．２ ％ と 女 性 が 有 意 に 高 か っ た （ｐ ≦ ０．０１）。

最も多く 参考に している年代 は ７０ 歳代の女

性 で ４５．６ ％
、 つ い で ４０ 才 代 の 女 性 で ３３．７ ％

で、
「い い 完」 と 答 え た 者 が 最 も 多 か っ た の は

４０ 才 代 の 男 性 で ９２．８％ で あ っ た。 男 性 で は

７０ 歳 代 か ら ８０ 歳 以 土 の 年 代 の 者 で ギは い」

と 答 え た 者 が 増 加 傾 向 に あっ た。

（６）一目 の食 事 で果 実類 を摂 取 してい る者 の

割合 （図１０）

町 胃の食 事において 必ず果物を食べて い

る一 と い う 質 間 に つ い て 「は い」 と 答 え た 者

の割 合 は男 性 ３５．５％、女 性 ４８．３％ で 女 性 の 方

が 有意 に高 か っ た （ｐ ≦０．０１）。 最 も 多 く 「は

い」 と 回 答 し た の は ７０ 歳 代 の 女性 ６３．２％、

８０ 歳 代 の 女性 ６０．０％、 つ い で ５０ 歳 代 の女 性

５迎．９％ で あ っ た。４０ 歳 代 で は男 女 と も に他 の

年代より 「はい」 と答えた者の割合が低い傾

向 に あ っ た。

１４

（７）自分の適正体重を維持することのできる

食事量を理解 している者 の割 合 （図１１）

噌 分にちょう どよい体重を維持するため

の食事量を知っている」 と いう質問について

「は い」 と 答 え た 者 は 男 性 で ３８．３％、 女 性 は

４５．３％ で 女 性 が 有 意 に 高 か っ た （ｐ ≦０，Ｏ１）。

知 っ て い る 者 が 最 も 多 か っ た 年 代 は ５０ 歳 代

の 女 性 で ４８．６
％

、８０ 歳 以 上 の 男 性 で ４７．６ ％
、

つ い で ４０ 歳 以 上 の 女性 で ４７．５％ と な っ て い

た
。

（８）間食をいつも食べて いる者の割合 （図 １２）

訂間 食 を い つ も 食 べ て い るｊ と い う 質 問 に

対 し て 「ほ ぼ 毎 冒 食 べ る」 と 答 えた の は男 性

が ９．１％、 女 性 が ２０．６％ と 女性 の 方 が 有 意 に

高 く （ｐ ≦Ｏ．０１）、
「と き どき 食 べる」 と 答 え

た の が 男 性 は ４７．９％
、

女 性 は ６０
．
３％

、
「ほ ぼ

食 べ な い」 と 答 え た の が 男 性 ４３．１％、 女 性

１９
，
１％ と 女 性 が 有 意 に 低 か っ た （ｐ ≦０．ｏ１）。

年 代別 で は ４０ 才 代 女 性 の ２８．０％、 ５０ 才 代 女

性 の ２４．６％ が 「毎 冒 食 べ る」 と 答 え て い た。

女性は年齢が若く なるにつれて「毎目食べる」

と 答 え た 人 が 多く な る 傾 向 が 見 られ た。

２） 運動 ・ 身 体 活 動 の 状 況

（１湘 頃 か ら 目 常 生 活 の 申 で、 健 康 の 維 持 ・増

進の ために意識 的に体を動かすな どの運動を

している者の割 合 （図１３）

ｒ意識的 に身 体を動かすように している」

と い う 質問 に 対 し て 「は い」 と 答 え た 者 は 男

性 ６３．６％、 女 性 ７０．５％で 女 性 の 方 が 有 意 に 高

か っ た （ｐ ≦Ｏ，Ｏユ） ｒ意識 して いる」 と 答 えた

者 が。 最 も 多 か っ た の は ７０ 歳 代 の 女 性 で

８６
．
０％

、 つ い で ８０ 歳 以 圭 の 勢 性 が ８２．１
％ で

あ っ た。 ま た ｒ定期 的 に 運 動 を して い る」 と

いう質間で 「は い」 と答 完た者の割合は男性

で ３７
．
９％

、
女 性 で ４１

．
７％ で あ り 有 意 な 差 は 見

ら れ な か っ た （図 １４）。 年 代 別 で は 年 代 が 上

が る に 従 っ て 訂運 動 して い るｊ と 答 え た 者 が



多く なっ て お り、 最 も 多 い の は男 性 ８０ 歳 以

上 の 者 で ６６
．
７％

、
女 性 ８０ 歳 以 上 の 者 で ６５．０％

で あ つ た
。

（２） 地域 での活動 に積極的 に参加 している 者

の 割 合 （図 １５）

訂地 域 で の活 動 に積 極 的 に 参力買して い る」

という質問 に対して 「はい」 と答えた者の割

合 は 男 性 ５２．３
％

、
女 性 ４４

．
８％ と 男 性 が 有 意 に

高 かっ た （ｐ ≦Ｏ．０１）。 年 代 別 に は 男 性 女 性 と

もに ７０ 歳代が最も積極的 に地域活動に参加

して い た。 参 加 率 が 最 も 低 か っ た の は 女 性 の

４０ 歳 代 と ５０ 歳 代 で あっ た。

（３）外出 につ いて 積極 的な 態度 をも つ者 の割

合 （図 １６）

「積 極 的 に 外 出 す る よ う に して い る」 と い

う 質 問 に 対 して Ｆはい」 と 答 え た者 の割 合 は

男 性 ６１．１％、 女 性 ６３
，１

％ で あ っ た
。

年 代 別 で

は 男 性 女 性 と も に、８０ 歳 以 上 を 除 き 年 齢 が 上

がるにつれて積極 的に外 出すると答えた者の

割 合 が 増 えて い た。

３） 休 養 ・ こ こ ろ の 健 康 の 状 況

（１）最 近１ヶ月 以 内 に ス ト レス を 感 じた 人 の 割

合 （図１７）

「最近 １ ヶ 月 の 間 に悩 み や ス ト レス を 感 じ

た」 と い う 質 間 に ｒは い」 と 答 えた 人 の 割 合

は 男 性 ３３
．
９％

、
女 性 ５３．３％ と 女 性 の 方 が ス ト

レ ス を感 じ た 者 の 割 合 が 有 意 に 蔦 かっ た （ｐ

≦０．０１）。す べて の 年 代 に お い て 女性 の 方 がス

ト レス を 感 じて お り、 も っ と も 「はい」 と 答

え た 者 が 多 か っ た の は４０ 歳 代 女 性 で７０．２％、

つ い で ５０ 歳 代 女 性 で ５４．Ｏ％ で あ っ た。

（２）睡眠 時間 （図１８）

毎冒の睡眠時閻は ７時間未満の者が男 性で

３７．７ ％
、

女 性 で ５９．３％
、

７～ ９ 時 聞 の 者 が 男 性

で ５４
．
１％

、
女 性 で ３８，１％

、
９ 時 間 以 上 の 者 が

男 性 で ８．２ ％
、

女 性 で ２．６％ で あ っ た。 ４０ 歳

代 から ７０ 歳代で男女の睡眠時間に有意差が

１５

認 め ら れ た （ｐ ≦０．０５）。 ７ 時間 未 満 と 答 えた

者 が 最 も 多 か っ た の が 逐Ｏ 才 代 の 女 性 で

７２
．
８％

、 つ い で ５０ 歳 代 の 女 性 で ６３．９％ で あ

っ た。 ９ 時 間 以 上と 答 え た者 が最 も 多 かっ た

の が ８０ 歳 以 土 の 男 性 で ３３
．
３％

、
つ い で ８０ 歳

以 上 の 女 性 で ２２
．
７％ で あ っ た

。

（３）睡 眠に よっ て十 分な休 息 がと れて いな い

人の割合 （図 １９）

訂毎 目 十 分 に 睡 眠が と れ て い る一 と い う 質

問 に対 して 「はい」 と答 完た者の割合は男性

８２．２％、 女 性 ６４．３％ と 女 性の 方 が 有 意 に 低 か

っ た （ｐ ≦０
，
０１）

。
「は い」 と 答 え た 者 が 最 も

少 な かっ た の は 逐０ 才 代 の 女 性 で ５１．８％、 つ

い で ５０ 歳 代 の 女 性 ３７．０％ で あっ た。 男 性 女

性 と も に 年 代 が 下 が る に つ れ て ｒはい」 と 答

え る 者 の割 合 が 少 なく な っ て い た。

（４）眠 り を 助 け る た め に 睡 眠 補 助 晶（睡 眠 薬・精

神安 定剤）や ア ルコー ルを 使うこ との ある 者

の 割 合 （図 ２０）

「眠 る た め に 睡眠 薬 や お 酒 を飲 む こ と が あ

る」 と い う 質 間 に対 して 「は い」 と 答 え た 者

は 男 性 １５，１％、 女 性 ９．７％ と 男 性 の 方 が 有 意

に 高 か っ た （ｐ ≦０．０１）。
ｒは い」 と 答 え た の

が 最 も 多 か っ た の は８０歳 以 土 の 男 性 ２５．０％、

８０ 歳 以 上 の 女 性 １９．Ｏ％、４０ 才 代 の 男 性 １８．８％

の 順 で あ っ た
。

４） 窟の健康の状況

（１）定期的 に 奮科 健診 を受 けて いる 者の 割合

（図 ２１）

「定期 的 に 歯 科 健 診 に 通 っ て い る」 と い う

質問に対して 「はい」 と答えた者の割合は男

性 １２．６％、 女性 １５．７％ と 女 性 の 方 が 有意 に 高

か っ た （ｐ ≦０．０５）。
「は い」 と 答 えた 者 が 最

も 多 か っ た の は
、

５０ 歳 代 の 女 性 で １９．７％
、

つ

い で ６０ 才 代 女 性の １５．９％ で あ っ た。

（２）定期 的に 歯 石除去 や窟 面 清掃 を受 けて い

る者の割合 （図 ２２）



「定期的に歯科 に通 い歯石をとったり歯を

き れ い に して い る」 と い う 質 間 に つ い て、
「は

い」 と 答 え た 者 の 割 合 は 男 性 １３．７％、 女 性

１９．１％ と 女 性 の 方 が 有 意 に 高 か っ た （ｐ ≦

０．０１）。
「はい」 と 答 え た 者 が 最 も 多 い の は ５０

歳 代 の 女 性 で ２逐．６％、 つ い で ６０ 歳 代 の 女 性

で 豆８．２％ で あ っ た
。

（３）歯 間部 清掃 用 具を使 用 して いる 者の 割合

（図 ２３）

「歯 磨き の 際、 衡 間 ブ ラ シや デ ンタ ル フ ロ

ス を使 っ て いるｊ と い う 質 間 に対 じて 「は い」

と 答 え た 者 は男 性 旭．５％、女 性 ２３，９％と 女性

の 方 が 有 意 に 高 かっ た （ｐ ≦０．０１）。
「は い一

と答 えたのが最も多かったのは ４０ 歳 代の女

性 ３８．９ ％
、

つ い で ５０ 歳 代 の 女 性 ２７．９ ％ で あ

っ た
。

男 性 は 遂０ 歳 代 の 男 性 が ２３．８ ％
、

つ い

で ７０ 歳 以 土 の男 性カミ１８．４％ の 煩 で あっ た。

４、
健 診 デ ー タ と 飲 酒 ・ 運動 習 慣 の 関 連

飲酒量は一目あたり の飲酒 量に週あたりの

飲 酒 回 数 を か けた 数 値 をア ル コ ーノレ量 に 換 算

して 算 出 した。 水 割 り な ど は 文 献 に よ り、
一

般 的 な ア ル コ ー ル量 を採 用 した、 飲 酒 習 慣 と

肥満の判 定と の関連 を昆たところ女性の非飲

酒者の方が飲酒者 に比べ
、 肥溝の判定が ｒ要

注意」とされた者の割合が有意に高 かった（ｐ

≦０．０１）。 男 性 に つ い て は 有 意 な 差 は 見 られ な

か っ た
。

飲酒習 慣と血圧 との関連について は男女と

も に 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た。

飲酒習 慣と脂質の判定については、 女性の

非飲酒 者の方が飲酒者に比べ 「要 注意一 と判

定さ れた 者 の割 合カミ有意 に高 か った （ｐ≦

０．０１）。

飲酒習 慣と肝機能の判定との関連 を調 べて

み たと こ ろ、 男 性 の 肝 機 能 異 常 と 週 当 た り の

飲 酒 量 の 閻 に 有 意 差 が 見 ら れ た （ｐ ≦Ｏ．０１）。

なお飲 酒習慣と血糖の判 定との関連 につ いて

１６

は 有 意 な 差 は 見 ら 抗 な か っ た。

運動習 慣と肥満の判定について は男 女とも

に胃 常的に運動 している者と運動 して いない

も の の 閻 に 有 意 な 差 は 見 られ な かっ た。

運 動習 慣 と 脂 質 の 判 定 と の 関 連 に つ い て、

女性 で運動 していない者の方が運動 している

者 に 比 べ
、

「異 常 な し」 で ある 者 の割 合 が 有 意

に 高 か っ た （ｐ ≦ Ｏ．０
１）

。

運動習慣と肝機能・血 糖の半淀 との関連に

つ い て は い ず れ も 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た。

ｌｙ． 考 察

ま ず対象者の健康 状態 について、 総合判定

結 果 は ８０ 歳 以 上 を 除 き、 年 齢 が 上 が る に っ

れ て 嘔 療 継 続」 の 者 が 多く な っ て い る。 ４０

歳代か ら５０歳 代の比較的若い年齢層 でも 唆

注意 ゴ 要医療」 の者が合わせて ６０％ 近くを

占 め て い る。 特 に ４０ 歳 代 か ら ５０ 歳 代 の男 性

に つ い て は、
「要 医 療一 の 者 が そ れ ぞ れ 逐０％

程 度 で あり、 早 急 に 受 診 しな け れ ば な ら ない

者 の 割 合 が 多 い こ と が わ か る。 性 別 で は ８０

歳以上 の牢代を除き、 男性は女性より も治療

を 要 す る 者 が 多 い こ と も 明 ら かに な っ た。

通院 している 者の割合は平成 １３ 年度の国

民生活 基礎調査と比較 して男女とも にすべて

の年 齢層 で少なかった。 これ は基本 健康診査

の受診 対象者が原則と して通院 して いる者を

除 い て い る た め、 実 際 の 住 民の 通 院 状 況 より

も少 な い 割 合 が 出 て しま っ たと 考 完 ら れ る。

し か し一方 総 合判 定 の 「医 療継 続」 は男 性

３３．３％
、

女 性 ２６，１％ と 比 し
、

実 際 に 「通 院 治

療 し て い る 者」 は こ の 割 合 より も 土 回 っ て い

る。 こ の こ と は 比 較 的 前 年 度 の 健 康 診 査 が 有

効 に 治 療 に つ な が っ て い る と 解 釈 で き る。

自覚症状について平成 １３ 年度国民生活基

礎 調査と比較すると、 男 女ともにすべての年

代 に お い て 自 覚 症 状カミ 「あ る」 と 答 え た 者 の

割 合が多 かった。 自覚 症状の内容は男性女性



と も に 「腰 の 痛 み」 「疲 れ 易 いｊ が １ 位 と ２

位を占めていた。 腰痛な どの健康教育や保健

指導を普及させていくこと が今後 望ま れるで

あ ろ う。 ま た ｒ腰 の 痛 み一 や ｒ疲 れ易 い」 な

どの 症 状 の 原 因 を探 っ て い く こと も 必 要 で あ

る と 考 え る
。

性 別 年 齢 別 の ＢＭＩ の 判 定 は、 大 部 分 の も

の が 標 準 範 囲 で あ っ た が、 特 に ４０ 歳 代 か ら

５０ 歳代の男性は ２０％以上と他の年代と比較

す る と 肥 満 者 の割 合 が 多 く な っ て い る。 こ の

年代に対する 肥満予 防や適 正体重維持のため

の啓蒙活動な どが必要 になってく ると思われ

る
。

女 性 は 男 性 より 有 訴 率が 高く、 こ の こ と が

体 重 コ ン トロ ー ル な どの セ ル フ ケ ア や 受 療 行

動 を 促 し、 結 果と して 治療 を 要 す る も の が 男

性 よ り 少 な い の で は ない か と 推 察 さ れ た。

生 活 習 慣 の 栄 養・食 生 活 に つ い て は、
ｒ健 康

潟 本 ２１」 で は 噌 分 の 適 正 体 重 を 認 識 し、 体

重 コ ン トロ ーノレを 実 践 す る 者 の 割 合」 の 目 標

値 を 男 性 女 性 と も に ９０％ 以 上 と 定 め て い る。

ほ ぼ現 状 の数 値 を 示 す 基 準 値 は男 性 ６２．６％、

女 性 ８０．１％ と な っ て お り、 こ れ を 本 研 究 の 対

象 者 で比 較 す る と 「適 正 体 重 を 知 っ て い る」

と 答 え て い る 者 が 男 性 ８６．７％
、

女 性 が ９０．６ ％

と、 大 東 町 民 は 高 い水 準 を 示 して い る と い え

る。 ま た 男 性 女 性 と も ７０％ 以 上 が 適 正 体 重 の

範囲 内 で あり、 適 正 体 重維 持 に 関 す る セ ル フ

ケ ア 能 力 も高 い と 評 価 でき る。 しか し目 標 値

に は届 い て お ら ず、 今 後 は 住 民 の 適 正 体 重 維

持 に対する意 識の高さを評 価するとともにこ

れ をよ り 高 め、 住 民 自 ら が 実 践 して い け る よ

う に して い く べき で ある と 考 え る。 ま た 体 重

コ ン トｉコー ル の 実 践 の 状 況 に つ い て は 因 常 的

に運 動 を して い る 者 の割 合 や、 自 分 の 適 正 体

重 を維持する ための食 事量を理解 している者

の 割 合 な ども あ わせ て住 民 に フィ ー ドバ ッ ク

して い く こと が 望ま れる。

１７

朝食を食べている者の割 合について全国の

圏 標 値 は な い が、
Ｆ健 康 冒本 ２１」 の 定 め る 醐

食の欠食率の減少」 では ３０ 歳代の男性で目

標 値 １５．０％ 以 下 と な っ て い る。 本 研 究 の 対

象 で は 訂食 べ な い」 と 答 えた の はす べ て の 性 ・

年 齢 で １５．０％ 以 下 で あ り ３０ 歳 代 男 性 の 基 準

値 ２０．５％ よ り 低 い と い える が、 年 齢 が 若く な

る に つ れ 欠 食 者 の 割 合 多く な っ て い る の で、

今 後 改 善 を 図 る べく、 さ ら に 欠 食 の 埋 由 な ど

についても実態 を把握 して いく ことが必要で

あ る と 考 え ら れ る。

Ｆ質・量と も にき ち ん と し た 食 事 を す る 者 の

割 合」 の 全 国 の 基 準 値 は ５６．３％、 目 標 値 は

７０．０％ で あ る。 本 研 究 で は 総 計 は ７１，８％ で 全 国

の 目 標 値 を 上 回 っ て いる が 男 性 ６９．９％、 女 性

７２．７％ と 男 性 が わ ず か に 園 標 値 を 下 圓 っ て い

る。こ れ は］ 世 帯 あ た り の 平 均 人 員 が 全 国 平 均

２．７４ 人 に 比 べ
、

大 東 町 は ４．５ ± １
．
９ 人 と 多 く

、

家族 で食事 を楽 しむ習慣が 比較的 よく 定着 し

て い る と 評 価 でき る。こ の こ と が 全 体 的 な 生 活

の 質 の 向 上 に 向 け た 取 り 組 み に 発 展 さ せ る こ

と が で き る 可 能 性 が あ る。

ｒ自 分 の食 生 活 に 問 題 が あ る と 思 う 者 の う ち、

改 善 意 欲 の あ る 者 の割 合一 の基 準 値 は 男 性

５５．６ ％
、

女 性 ７３．０ ％
、

胃 標 値 は 男 性 女 性 と も

に ８０％ 以 上 で あ る。 本 研 究 の 対 象 者 は 男 性 秘

７５，Ｏ％、女 性 は ９０．７％と 基 準 値 よ り は 上 回 っ て

いる。 男性 の改善意欲は女性に比べ低いとい

え る 。

Ｆ１ 冒 の食 事 に お い て 果 実 類 を 摂 取 して い る

者 の 割 合」 は 基 準 値 ２９．３％ で 目 標 値 は ６０％ 以

上 で あ る が 本 研 究 の 対象 者 で は男 性 ３５．５％、

女 性 ４８．３％ でこ れ も 基準 値 は 土 回っ て い る が、

目標値には屈いていない。今後は果物類の摂取

の 必 要 性 を 理 解 して も らう と も に、他 の 食 物 類

の 摂 取 状 況 も 調 査 し て い く こ１と が 住 民 の 栄 養

摂 取状況を把 握 していくた めに は必要で ある

と 考 完 る。



Ｆ自分の適正体重を維持することの できる食

事量を理 解 して いる者 の割合」 は基 準値男性

６５．
６ ％

、 女 性 ７３，Ｏ ％、目 標 値 は 男 女 と も に ８０％

以 上 で あ る が、 本 研 究 で は 男 性 ３８．３％、 女 性

４５．３％ と 周 標 値 に は 大 き く 差 が あ る と い え る。

以 上より本研究の対象集団の栄養・食 生活

の 状 況 で は、 朝 食 を よく 摂 取 し、 質・ 量と も に

き ちんと した食 事を する ことが男 性女 性と も

に 実践 さ れ て い る（目 標 値 を上 回 っ て い る）。 食

生活 の さ ら 征る 改 善 意 欲、果 物 摂 取 状 況に つ い

て は現 時 点 で は 基 準 値 を 超 え て おり、こ の こ と

を評価 したう えで目標 値にむ けた今後 の取り

組みの強 化が期 待される。また食品の栄養成 分

表 示 を参 考 に す る こ と、自 分 の 適 正 体 重 維 持 の

た めの 食 事 量 を 杷握 す る 二 と、間 食 を いつ も 食

べる こと な ど に つ い て は 今後 の 課題 で あ る。女

性 は男 性 より 食 生 活 に つ い て 知 識・意 識・行 動

ともに高 いが間 食を摂 ること では女性 の方 が

改 善 の 必 要 が あ る。

次 に 運 動 ・ 身 体 活 動 の 状 況に つ い て 「属 頃

か ら 貿 常 生 活 の 中 で、 健 康 の 維 持 ・ 増 進 の た

めに意識 的に体を動かすな どの運動を してい

る 者 の 割 合」 は 全 国 の目 標 値 であ る ６３．Ｏ％ よ

り 多 か っ た （基 準 値 は 男 性 ５２．６％、 女 性

５２．８％）。こ れ は本 研 究の 対 象者 が農 業 や 自 営

業の従 事者が多く、 普段 から体 を動 かすこと

が多いと いう特徴に加え、 地域活動が 活発で

ある こと や、 メ ディ ア や 保 健 セ ンタ ー の 取 り

組みなどで住民の健康意識が高まってき たこ

と も功 を 奏 して い る と 考 完 られ る。 目 頃 か ら

意 識 して 体 を 動 か して い る こ１と で 運 動 不 昆 の

解消、 さらには肥満や生活習慣病の改 善につ

なが る た め 今 後 も よ り 一 層 こ の よ う な 生活 習

慣 を推進 させるべく 積極的に活動 して いく べ

き で ある と 考 え る。

「外 出 につ いて 積 極的 な 態 度を もつ 者 の割

合」（基 準 値 ６０ 歳 以 上 男 性 ５９
．
８ ％

、
女 性 ５９．

４％
、

８０ 歳 以 上 男 女 ４６．３％、 目標 値 は ６０ 歳 以 圭 の

１８

男 女 ７０．０％、 ８０ 歳 以 上 男 女 ５６．Ｏ％） は ６０ 歳

以上の男女 ともに基準値は上回っている が目

標 値 よ り は 低 い。 一 方 ８０ 歳 代 以 上 で は男 性

女 性 と も に 目標 値 を超 完 て い る。

「地域での活動 に積極 的に参加 している者

の 割 合ｊは６０歳 以 上 の男 性 の 基 準 値 は ４８，３％

女 性 の 基 準 値 は ３９．７
％

、 目 標 値 は 男 性 ５８．０ ％、

女 性 ５０．０％ で あ る。 本 研 究 の 対 象 者 に お い て

も女性の方が男性 に比 べ、 地域活動に参加す

る 者 の 割 合 が 低 い が、 男 女 と も 基 準 値 は 上回

っ て い る。 今 後 は積 極 的 に 外 出 す る こ：と や 地

域活動に参カ冒する 意義 を対象者に伝え、 すべ

ての人が参加 しや すい地域活動を推進 してい

く こ と が 必 要 で ある と 考 え る。

以 上 の と お り、 運 動 ・ 身 体 活 動 に 関 して は

男女とも目標値 を超 えて意識的に身体 を動 か

し、 地域活動や外 出を積 極的に行う点 でも基

準 値 を 超 えて いる。 こ れ ら の 状 況 はメ ンタ ル

ヘルスや適 正体重維 持にもよい効果をも たら

して い る と 推測 さ れる。

休 養・こ こ ろ の 健 康 の 状 況 に つ い て は、
「最

近 １ ヶ月 以 内 に ス ト レス を 感 じた 人 の 割 合」

は 基 準 値 ５４．６％ に 対 し て １割 以 上 の 減 少 と い

う こ と が 目 標 値 と なっ て い る。 本 研 究 で は男

性 は ３３．９％ と そ れ ほ ど高 く は な い が、 女 性 は

５３．３％ と 半 数以 上 の人 が 最 近 １ ヶ月 以 内 にス

ト レス を 感 じた と い う こ と が 明 ら か に な っ た。

ｒ睡眠によって 十分な休息がとれていな い人

の割合」 も女性の方が男性 を２倍近く上 回っ

て い る。 睡 眠 時 間 に つ い て も 女 性 の 方 が け

時閻未満」 と答 えた 人が多く、 また年鯖が若

く な る に 連 れ て 睡 眠 時 間 が 短く な っ て い る と

い え る。 つ ま り 女 性 は男 性 よ り、 ま た 年 代 で

は ４０ 歳 代 以 上 の 若 年 ほ ど、 休 養 ・ 心 の 健康

は意識的に確保 しな ければならないと考 えら

れる。 この原因 は対象者 が家事や育児な どで

忙 しく、 睡 眠に か ける 時 閻 が 少 なく な っ て い

る と い う こ と を 示 す も の で あ る と 思 わ れ る。



４０歳代 ５０ 歳代は男 性も家族や杜会に対 して

役 割 を 担 い、 ス ト レス フル で ある と 考 完 ら れ

る。 しか し ６０ 歳 以 上 で も 女 性 は 男 性 よ り ス

ト レス を 感 じて い た。 家 事、 看 護、 介 護 な ど

が 女 性 に 多 く か か っ て い る こ と が 予 測 さ れ た。

今後男性と女性に対するメ ンタルヘルス教育

な どを考 完る際には 家庭内役割分担な どを見

直 す こ と も 必 要 かと 考 え ら れ た。

歯の健康の状況につ いては 碇 期的に窟科

健診 を受 けて いる者 の割合」 の基 準値は ５５

歳 か ら ６４ 歳 で １６．４％、 目 標 値 は ３０％ で あ る

が、 検 診 を受 けて い る 者 は男 性 １２．６％、 女 性

１５，７％ と な っ て お り、 基 準 値 に も 達 して い な

か っ た。 ま た ｒ定期 的 に 醤 石 除 去 や 歯 面 清 掃

を受けている者の割合」も目標値 ３０％に比べ

て 男 性 １３．７％
、

女 性 五９．１％ と 低 く な っ て い る
凸

基 準 値 は ５５ 歳 から ６４ 歳 ま で で １５，９％ で あり、

男 性 の 値 が 低 い こ と が わ かる。
「窟 間 部 清 掃 用

具 を使用 している者 の割合」 は全国の目標値

は ４０ 歳、 ５０ 歳 を 対 象 と して い る が、 ５０％ 以

上 で あ る。 こ れ も 男 性 １４．５
％

、 女 性 ２３．９
％ と

全 国 の 目標 値 に は 達 し て い な い。 歯 の 健 康 状

況に関 する項園は、 いずれも女性がよい値を

示 して おり、 男 性 が 歯 の 健 康 に は 気 を つ けて

いないと いう傾 向が見られた。 壮年期の男性

をはじめとする住民全体への衛の健康 に関す

る啓蒙 活動を行っ ていく べきであると考 えら

れ る。

健診 デ ー タ と 飲酒 ・ 運 動 習 慣 の 関 連 につ い

て、 飲 酒 習 慣 の な い 女 性の 方 が、 飲 酒 習 慣 の

ある女 性に比べて肥満と脂質の判定がよくな

い こと が 明 ら か に な っ た が、 こ れ は 飲 酒 習 慣

よ り も 閻 食 す る習 慣 に 起 因 して い る こ とカミ考

え られ る。 男 性 に つ い て は、 飲 酒 習 慣 の ある

者の方 が飲酒習 慣のない者に比べ肝機 能の判

定 が悪 い こ と が 認 め ら れ、 適 性 飲 酒 につ いて

指 導 し て いくこ二と が 望 ま れ る。

運動習 慣と脂質の判定との関連について は

１９

女性で運動 していな い者 の方が運動 している

者 に 比 べ、
Ｆ異 常な し」で ある 者 が 多 かっ たカミ、

こ れ は 脂 質 の 判 定 で 「要 注意」 や Ｆ要 医 療Ｊ

と判定された者の方 が賢頃から意識的に運動

習 慣 を 持 つ よ う に心 が け て いる こ と も 要 因 の

一 つ と して 考 え られ た。

Ｖ． ま と め

大東 町の 基本 健康 診査および健康に関する

調査を行 うこと で、 町民の生活習 慣と健康状

況 に つ いて 検 討 を行 っ てき た。 本 年 度 の 結 果

か ら、 食 生 活 に 関 し て は お お む ね 良 好 な 状 態

で あ る が
、 運動 ・ 身 体 活 動、 心 の 健 康 お よ び

歯 の 健 康 に つ い て 程 度 の 差 は あ る も の の、

各 々 改 善が 望ま れ る と い う こ と が 明 ら かに な

った。 各性別年齢層 に応 じた健康保持増進の

た め の 方策 が今 後 望 ま れ る も の と 考 える。

ま た ４０ 歳 代 ５０ 歳 代 の 男 性 は、 同 年 代 の 女

性に比 べて健康的な生活習慣が維持できてい

な い と い う こ と も 明 ら か に な っ た。 こ の 年 代

にお け る 新 た な 取 り 組 み が 必 要 に な っ て く る

と 考 え ら れ る。

本研 究をさらに実施 していく こと でデータ

が蓄積 され、 大東町民の健康状況およ び健康

状 況に影響を与える因子を明らかに していく

こと が 可 能 に な る と 考 え る。 ま た 住 民 の 生 活

実態 を よ り よく 把 握 す る た め に、 調 査 項 目、

回答 尺度な どをさらに検討 していく必要が あ

る と 考 え る。
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